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（証券コード：6594）
http://www.nidec.com

2017年3⽉期 第2四半期

決算説明会決算説明会

2016年10⽉25⽇

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答には、将来に関する⾒通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発⾔は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・⽣産能⼒、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発⾔は、プレゼンテーションの⽇に⼊⼿可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発⾔を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発⾔は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開⽰及び適時開⽰等の記載をご覧ください。
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表紙の写真は、VR（バーチャルリアリティ）システム向け位置検出⽤レーザーモジュールに採⽤、搭載された当社製FDBモータです。
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（百万円） 15年度
第2四半期(累計)

16年度
第2四半期(累計)

前年⽐ 16年度
通期⾒込

売上⾼ 587,352 564,030 -4.0% 1,200,000

連結決算業績（IFRS適⽤）
※

営業利益 59,603 69,004 +15.8% 135,000

営業利益率 10.1% 12.2% - 11.3%

税引前利益 62,147 66,293 +6.7% 133,000

純利益 46,857 50,110 +6.9% 100,000

⼀株利益（円） 158.17 168.95 +6.8% 337.15株利益（円） 158.17 168.95 +6.8% 337.15

配当⾦（円） 40.00 40.00 - 85.00

対⽶ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

121.80円
119.96円

105.29円
101.12円

-13.6%
-15.7%

100.00円
(下期想定レート)
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為替感応度：1円あたり⽶ドルは売上⾼70.0億円、営業利益11.0億円、 ユーロは売上⾼11.0億円、営業利益3.0億円 （全てFY16通期ベース）

※当社は、2016年度の第1四半期から連結財務諸表に国際会計基準（IFRS）を適⽤しております。

２Ｑ（累計）は、営業利益、税引前利益、純利益の全
てが前年度上半期を上回り過去最⾼を更新。

第2四半期決算ハイライト

てが前年度上半期を上回り過去最⾼を更新。
２Ｑ（3ヶ⽉間）においても、営業利益、税引前利益、
純利益の全てが過去最⾼を更新。
製品グループでは、ビジネスポートフォリオ転換の推進役で
ある「⾞載及び家電 商業 産業⽤」の営業利益率改善
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ある「⾞載及び家電・商業・産業⽤」の営業利益率改善
が継続。
業績予想（利益）、並びに配当予想を上⽅修正。
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2016年度2Ｑ（累計）の前年同期⽐増減分析（IFRS適⽤）

（億円）

▲715

+156 +267 +33 +26

【売上⾼】

FY15・2Q累計
（実績） 為替

変動
⾞載及び

家電・商業・産業⽤
機器装置 電⼦・光学、

その他
FY16・2Q累計

（実績）

5,874
5,640

（億円）
+39

+117 +24 +21【営業利益】
精密⼩型

モータ

+0
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FY15・2Q累計

（実績）
為替
変動

精密⼩型
モータ

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・2Q累計
（実績）

596
690

▲107

+39

全社費⽤

2016年度2Ｑ（3ヶ⽉）の直前四半期⽐増減分析（IFRS適⽤）

（億円）

▲134

+273

▲41
+3 +14

【売上⾼】

FY16・1Q
（実績）

為替
変動

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・2Q
（実績）

2,762
2,878

（億円） +68 +13 +4【営業利益】
精密⼩型

モータ

▲10

+7
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FY16・1Q
（実績）

為替
変動

精密⼩型
モータ

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・2Q
（実績）

315
375

▲23

全社費⽤

▲10
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四半期別の業績推移（連結売上⾼・営業利益）

3,500

4,000

350

400売上⾼（左軸） 営業利益（右軸）

（億円） （億円）

急激な円⾼を
四半期ベース過去最⾼営業利益を連続更新

 

1,500

2,000

2,500

3,000

150
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300

タイ

震災

急激な円⾼を
跳ね返し、2Q
営業利益は２
四半期連続で

7
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0
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1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

-50

0

50

100

-254
FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

リーマンショック

タイ
洪⽔

構造改⾰

半 連続
過去最⾼を更
新

⽶国会計基準 IFRS

（百万台）

HDD市場の短期トレンド

•FY16/2Q実績は
⼤幅な上振れ

【前回のガイダンス】
（FY16、1Q決算時）

【今回のガイダンス】
HDD市場
当社ﾓｰﾀ

100 102 98

83 87 85 85

100

⼤幅な上振れ
•年間ベースでも当初
予想を上⽅修正

99
112

93

83 97 92 81

106

HDD市場：400百万台/年
当社モ タ 340百万台/年

【前回のガイダンス】

83 87 85 85

FY16/1Q 2Q 3Q 4Q

8（⽇本電産推定）

（予想） （予想） （予想）（実績）（予想） （予想）

83 81

FY16/1Q 2Q 3Q 4Q
（実績） （実績）

当社モータ：340百万台/年

HDD市場：410百万台/年
当社モータ：353百万台/年

【今回のガイダンス】
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安定成⻑軌道

「⾞載及び家電・商業・産業⽤」四半期別業績推移

1,500
家電・商業・産業
⾞載

売上⾼（億円）（億円） 重点２事業
2Q売上⾼
1,274億円

安定成⻑軌道
に乗った
重点２事業

0
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

営業利益（億円）重点２事業（億円）

FY12 FY13 FY14 FY15 FY16
⽶国会計基準 IFRS

2Q営業利益

150

0

150

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

家電・商業・産業
⾞載

9

営業利益（億円）重点２事業

⽶国会計基準 IFRS

FY12 FY13 FY14 FY15 FY16

142億円
（営業利益率11%）

965

696

1,000
営業CF 投資CF フリーCF（億円）

連結キャッシュフロー推移

※

飽くなきCCC改善
活動の継続を通
じ、成⻑戦略を担
うキャッシュフロー

696

416455400

-231-171

617

104184
284

0

※

10

うキャッシュフロ
創出⼒を増強

-348

-593
-782

-382

-1,000
12年度上期 13年度上期 14年度上期 15年度上期 16年度上期

⽶国会計基準 IFRS ※CCC: Cash Conversion Cycle
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設備投資・減価償却費・研究開発費（IFRS適⽤）

1,1001 200
（億円）

設備投資 減価償却費 研究開発費

オーガニック成⻑を
⽀える積極投資を
下期以降も継続

819

520
550

620

1,100

649

1,200
（通期予想）

（通期予想）
（通期予想）

（3Q）

（4Q）
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305 289 256

0
15年度 16年度 15年度 16年度 15年度 16年度

（上期実績） （上期実績）
（上期実績）

上期実績 通期予想（百万円） 上期予想 通期予想

2016年度業績予想を修正（IFRS適⽤）

＜1Q時の予想＞ ＜今回の予想修正＞

564,030 1,200,000

69,004 135,000

12.2% 11.3%

66,293 133,000

50,110 100,000

売上⾼ 600,000 1,250,000

営業利益 63,500 130,000

営業利益率 10.6% 10.4%

税引前利益 63,500 130,000

純利益 48,000 98,000

168.95 337.15

40.00 85.00
105.29円
118.15円

100円
110円

12

⼀株利益（円） 161.83 330.41

配当⾦（円） 40.00 80.00

対⽶ドル為替レート
対ユーロ為替レート

105円
115円

105円
115円

（2Q以降想定レート） （下期想定レート）（2Q以降想定レート） （平均レート）
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中期戦略⽬標中期戦略⽬標中期戦略⽬標
Vision2020
中期戦略⽬標
Vision2020

13

① 連結売上⾼⽬標 2兆円
利益ある⾼成⻑の飽くなき追求

Vision2020 : 中期戦略⽬標

① 連結売上⾼⽬標 2兆円
（新規M&A 約5,000億円を含む）

② 内、⾞載売上⾼⽬標 7千億円〜1兆円
③ 連結営業利益率⽬標 15％以上

（株主資本利益率）

14

④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上
（株主資本⽐率60%を前提⽬標）

⑤ グローバル５極経営管理体制の確⽴
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2015年度
売上⾼：1兆1,783億円

（売上⾼：億円）

2010年度
売上⾼：6,760億円

2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

1兆円
〜精密⼩型モ タ ⾞載 家電 商業 産業⽤ その他の製品グル プ

重点２事業に軸⾜を据えた成⻑を今後も加速

6,000
〜

4,000
億円

7,000億円

3,484

4,480
億円

新規M&A
約5,000

億円
6,000

〜
4,000
億円

3 000

精密⼩型モータ ⾞載 家電・商業・産業⽤ その他の製品グループ

15

重点２事業

億円

692
億円

942
億円

1,642
億円

2,713
億円

2,834
億円

1,756
億円

3,000
〜

2,000
億円重点２事業

重点２事業

2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

重点２事業の売上⾼成⻑が想定を超えて加速

FY2020の連結売上⾼の
ターゲットは2兆円（不変）も、

2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

【従前までの想定】 【今回からの想定】

6,000
〜

1兆円
〜

7,000億円

新規M&A
約5,000

億円
6,000

〜

精密⼩型モータ ⾞載 家電・商業・産業⽤ その他の製品グループ
タ ゲットは 兆円（不変）も、

6,000
〜

6,000
億円

6,000
億円

新規M&A

•⾞載は、⾃律成⻑による
売上⾼6千億円が視野

•家電・商業・産業⽤も、
売上⾼6千億円が視野

1兆円
〜

7,000億円

16

4,000
億円

4,000
億円

3,000
〜

2,000
億円

重点２事業

4,000
億円

3,000
〜

2,000
億円

重点２事業

5,000
億円

4,000
億円

売上⾼6千億円が視野

となり、FY2020売上⾼2兆円
（⽬標）の確度がアップ！
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10,000 1,200新規Ｍ＆Ａ（左軸）
その他⾞載部品（左軸）
ＥＣＵ センサ 関連（左軸）

⾞載の⾃律成⻑⾒通し

営業利益（右軸）

5,000 600

ＥＣＵ・センサー関連（左軸）
モータ関連（左軸）

⾞載は当初想定
を上回るペースで
進捗

売
上
⾼
︵
億
円
︶

営
業
利
益
︵
億
円
︶

FY20の売上⾼は6,000億円が視野6,000

0
FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

0

17（予想） （⽬標） （⽬標） （⽬標） （⽬標）

6,000 1,200

エマソン事業部

家電・商業・産業⽤の⾃律成⻑⾒通し

FY20の売上⾼は6,000億円が視野

営業利益（右軸）

Emerson Electric Co. のモータ・ドライブ事業
及び発電機事業

4,000 800

エマソン事業部
産業（左軸）
商業（左軸）
家電（左軸）

家電・商業・産業
⽤も当初想定を
上回るペースで

（ ）

売
上
⾼
︵
億
円
︶

営
業
利
益
︵
億
円
︶

0

2,000

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20
0

400

18

上回るペ スで
進捗

（予想） （⽬標） （⽬標） （⽬標） （⽬標）
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37
32

32

600 PC⽤途 外付け⽤途 CE⽤途 ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ⽤途 ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

（百万台）

（ﾆｱﾗｲﾝ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ）552 564

精密⼩型モータ：HDD市場の中⻑期トレンド

従前の想定から

サーバー⽤途

122
124

102

99

73 100

90

84
86

87
89

91

36 37

37

45
54

63
69

72

16
13

11

33

26
20

200

300

400

500 469

417
393

355 338
372

従前の想定から
僅かに上⽅修正

【従前】 【今回】
•CY16  400 ⇒ 417
•CY17 376 ⇒ 393

（百万台）

289 271

207
163

132
106 84 65

100
100

100
100

0

100

200

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

19（CY）（⽇本電産推定）

•CY17    376 ⇒ 393
•CY18    357 ⇒ 372
•CY19    343 ⇒ 355
•CY20    333 ⇒ 338

精密⼩型モータ：VR関連ビジネスの可能性

第1弾となるVRシステム（ライトハウス）⽤FDBモータで100%受注に成功。
今後も市場の急拡⼤が予想されるVR関連製品でダントツの地位を狙う

（億円） 【当社 連ビ ネ 売 ⾼ 標】 【第 弾とな た ﾞ ﾄ向け】

300 

400 

500 

（億円） 【当社のVR関連ビジネス売上⾼⽬標】
ヘッドマウント
ディスプレー

コントローラ
ライトハウス

ライトハウスライトハウス
（モータ単体＆モジュール品の合算）

【第1弾となったｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ向け】

【ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄを起点に、今後多分野へ拡⼤】

20
0 

100 

200 

FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20
（予想） （⽬標） （⽬標） （⽬標） （⽬標）

ｱﾐｭｰｽﾞ
ﾒﾝﾄ

現在

医療

産業

ｻｰﾋﾞｽ

将来

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ

更にVRビジネスを切り⼝
とした触覚技術・ロボットビジネス

への拡⼤も期待
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精密⼩型モータ：振動・触覚デバイス

グループ傘下企業の技術を結集し、“Team Tactile” を結成。
幅広いアプリケーションをカバーする当社製品ラインナップで更なる拡販を狙う

【主なアプリケーション】【当社の製品ラインナップ】 【主なアプリケ ション】

PC/タブレット スマートフォン スマートウォッチ

振
動

対
象

物
の

重 200

300

400

【当社の製品ラインナップ】
繊細な感触

スマホ・タブレット
ウェアラブル

⾞載タッチパネル

家電コントロールパネル他

⼤きく、相当量の
フィードバック

様々なインターフェイス VR/ゲーム ⾞載

重
さ

（
g）

触覚デバイス搭載空間の厚み（mm）

100

5 10 20 50

VR/ゲーム⽤コントローラ

21
0

⾞載：電動パワステ⽤モータ

⾃動運転の拡⼤が追い⾵。パワーパック型や冗⻑システム型が
当社の新たなイノベーション製品群となり、市場ポジションはより確固たるものへ

（百万台） 【当社 動パ タ 出荷台数 標】

30 

40 

50 

（百万台） 【当社電動パワステ⽤モータの出荷台数⽬標】

ブラシ付き領域対抗BLDC

・ブラシ付き価格以下
・ブラシ付きモータサイズ内にモータ＋ECU

パワーパック型
・競合⽐で⼤幅な軽薄短⼩を実現

従来品 冗⻑対応品
1系統駆動＆1系統巻線 2系統駆動＆2系統巻線

ISO26262の浸透、⾃動運転の拡⼤により冗⻑システム搭載⾞数は増
加する⾒通し。「冗⻑化」とは、システムの⼀部に何らかの障害が発⽣した
場合に備えて、障害発⽣後でもシステム全体の機能を維持し続けられる
ように予備装置を平常時からバックアップとして配置し運⽤しておくこと。

ここでも、⾰新的製品を投⼊予定

0 

10 

20 

FY13 FY14 FY15 FY16 FY18 FY20

第3世代モータ

第4世代モータ

モータ＋ECU

世界シェア
50%超

⼤型新顧客
（Tier1）

２社への参⼊

駆動回路 モータ 第1駆動回路 モータ 第2駆動回路

異常発⽣時
・回路シャットダウン
・巻線切れ

異常発⽣時
・異常側の駆動回路をシャット
ダウン

・もう⼀⽅の駆動回路でアシスト
・ダブル巻線構造

アシスト機能停⽌ アシスト機能継続

（予想） （⽬標） （⽬標） 22



12

⾞載：次世代ブレーキシステム⽤モータ

世界シェアNo.1の電動パワステ⽤モータで培った設計＆製造技術を応⽤展開。
FY2020に世界シェア6割 年間出荷18百万台を⽬指す

（百万台） 【当社次世代ブ キ タ 出荷台数 標】

10 

15 

20 

（百万台）

電動ﾊﾟﾜｽﾃ⽤ﾓｰﾀ 次世代ﾌﾞﾚｰｷ⽤ﾓｰﾀ

「次世代ブレーキ」は、電動化による新システム統合により、
コア部品を「モータ」とした「⾼冗⻑性」「⾼応答性」「軽薄
短⼩」を実現した製品となる。

ここでも、⾰新的製品を投⼊予定

【当社次世代ブレーキ⽤モータの出荷台数⽬標】

ブラシレス化が加速

23
0 

5 

FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

出⼒ 1000W前後
トルク 4〜8Ｎm
外径 φ85mm

左記とほぼ同じ
仕様にて適⽤可能

（予想） （⽬標） （⽬標） （⽬標） （⽬標）

⾞載：パワートレイン領域

パワートレイン領域を今後の重点戦略領域と位置付け。
短期的には電動アクチュエータを、中期的にはトラクションモータで市場浸透を狙う

（百万台） 【 世 ⽣産台数 想】 ト ク タ参 戦略

15 

20 

25 

（百万台） 【EV/PHV/HV/FCV世界⽣産台数予想】（TAM）

トランスファーケース
トラクション（リア）

トラクションモータ参⼊戦略

Target:
新興国OEM

Target:
メガ・Tier1

Target:
OEM

モータ単品 or
ｲﾝﾊﾞｰﾀ付き

モータ単品 or
ｲﾝﾊﾞｰﾀ付き

ﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞﾕﾆｯﾄ
&ｲﾝﾊﾞｰﾀ

ステップ1 ステップ2 ステップ3

0 

5 

10 

CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20 CY21 CY22 CY23
トラクション（フロント）

トランスミッション
（電動アクチュエータ）

（電動アクチュエータ）

ディファレンシャル
（電動アクチュエータ）

24（⽇本電産推定）
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【当社製 世 市場規模 識（ ）】

家電・商業・産業⽤：家電の戦略

モータ単体からモジュール販売へと脱⽪。
エアコン⽤、冷凍冷蔵庫⽤、洗濯機⽤等を重点分野に据えて⼤幅な成⻑を図る

【当社製品にとっての世界市場規模認識（TAM）】

1. ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

2 冷蔵庫

実機1.3億台
ファンDC率 25%
インバータ率 45%

（2015年度） 【モータ単体市場】

ファンモータ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ⽤ﾓｰﾀ実機1 3億台

2,400億円

【モジュール市場】
⽻根

コンプレッサ
ファンモータ

熱交換器他

制
御

コンプレッサ 制

2兆円

25

2. 冷蔵庫

3. 洗濯機 実機1.1億台
モータDC率 15%

世界市場計

ｺﾝﾌ ﾚｯｻ⽤ﾓ ﾀ

駆動モータ

実機1.3億台
インバータ率 15% 1,000億円

1,600億円

5,000億円 4.0兆円

コンプレッサ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ⽤ﾓｰﾀ

制
御

ギアユニット
駆動モータ

制
御 0.5兆円

1.5兆円

（⽇本電産推定）

ルロア・ソマー社 産業向けレンジ

家電・商業・産業⽤：

過去最⼤の買収案件。Vision2020 における重点事業として積極拡⼤を企図

エマソンのモータ・ドライブ事業及び発電機事業を買収

買収対象 Emerson Electric Co のモータ・ドライブ事業

【案件の概要】 【主な製品群と顧客】
ルロア ソマ 社
発電機事業

産業向けレンジ
（低〜中圧）

カスタムレンジ
（低〜⾼圧）

ルロア・ソマー社
モータ＆ドライブ
事業

交流誘導モータ、
ギア
DCモータ
永久磁⽯モータ
サーボモータ、
トルクモ タ ギア

買収対象 Emerson Electric Co. のモ タ ドライブ事業
及び発電機事業

主要な
対象会社

Leroy-Somer Holding（所在地：フランス）
Control Techniques Limited（所在地：イギリス）
Emerson Industrial Automation USA LLC

（所在地：アメリカ）
Kato Engineering Inc. （所在地：アメリカ）
Leroy Somer Electro-Technique (Fuzhou) Co., Ltd. 

（所在地：中国）
Emerson Industrial Automation Electric Power 
Generation Private Ltd. （所在地：インド）

事業内容 モータ、ドライブ、発電機の製造・開発・販売
トルクモータ、ギア、
ドライブ

コントロール・
テクニクス社

産業向けドライブ
ACドライブ
DCドライブ
サーボドライブ
ACモータコント
ロール

26

従業員数 9,703⼈（15年10⽉1⽇時点）

取得価格 現⾦対価で$1,200百万

当該事業の
経営成績

決算期 13年9⽉期 14年9⽉期 15年9⽉期

売上⾼ $1,984百万 $1,989百万 $1,674百万

EBITDA $273百万 $260百万 $175百万

スケジュール サイニング：8⽉2⽇（完了）
クロージング：第3四半期内を想定
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家電・商業・産業⽤：

狙いは、①産業⽤製品のフルラインナップ化と地理的補完、②ドライブと当社モータ
の組み合わせによる顧客提案⼒の強化、③サーボモータとギアのフルラインナップ化

でモーションコントロール・AGV・ロボティクス市場への本格参⼊を加速

エマソンのモータ・ドライブ事業及び発電機事業を買収

でモ ションコントロ ル AGV ロボティクス市場への本格参⼊を加速

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

PMIの遂⾏

①産業⽤製品のフルラインナップ化と地理的補完

営業利益率
10%の達成

（⽬標）

営業利益率
15%の達成

（⽬標）

【2020年度】【2016年度】

モータでは、北⽶中⼼のNEMA規格に加え対象事業のIEC規格獲得でグローバル規模のクロスセルを実現。
発電機では 対象事業のブランド⼒並びに低圧から中圧まで（10メガワ ト未満）の製品ラインナ プを拡充

②ドライブと当社モータの組み合わせによる顧客提案⼒の強化

③サーボモータとギアのフルラインナップ化でロボティクス市場等への本格参⼊加速

発電機では、対象事業のブランド⼒並びに低圧から中圧まで（10メガワット未満）の製品ラインナップを拡充。

既存の中圧ドライブから対象事業の低圧ドライブまで含めた幅広い製品ラインナップを獲得。
対象事業のドライブはFA・機械制御市場において強み。⼀⽅、当社は北⽶のHVAC・ポンプ市場に強み。

特にサービスロボットや⼯場⾃動化分野では、⽇本電産本体が持つ技術⼒との相乗効果で今回獲得した
新規顧客層への新ビジネス構築を企図。 27

家電・商業・産業⽤：⼤型プロジェクト案件

⽇本電産ASIが⽇本国内で初受注。再⽣エネルギー資源活⽤の機会増加が、
電⼒安定供給に繋がる「エネルギー貯蔵システム」への投資を積極化

コンテナ（イメージ）

太陽光発電システムの販売・施⼯
を⼿掛けるアドバンテック社（東京・
愛媛）より、6メガワット時の電⼒
変換システムとエネルギー貯蔵シス
テムを受注。
⽇本電産ASIは2017年4⽉に

28システムを含む太陽光発電プラント全景（イメージ）

⽇本電産 S は 0 年4⽉に
4台のコンテナにて供給される同
システムを出荷し、アドバンテック社
は同年10⽉に稼動予定の国内
太陽光発電プラントに設置・導⼊。
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IoT関連：⼯場のIoT化 ”Nidecスマートファクトリー戦略”

IoT事業の第⼀段階は⾃社⼯場のIoT化。⽣産性と品質の向上、コスト構造の
抜本的改⾰を実践し⾜元の収益性改善に早くも貢献

⽣産⾃動化 化による⾰新的な ノづくりを全グル プ 推進 【当社グル プにおける実践テ マ事例】⽣産⾃動化/IoT化による⾰新的なモノづくりを全グループで推進
し、⾃社⼯場の⽣産性・品質向上・コスト構造改⾰を実現する。

【当社グループにおける実践テーマ事例】
溶接⼯程における傾向監視と予兆検知の取り組み

（⽇本電産⾃動⾞モータ(浙江)有限公司）
加⼯機の稼働状況の⾒える化

（⽇本電産コパル、新潟事業所）
アルミダイカストのIoT化

（Nidec Component Technology Co., Ltd.）
プレス機の無線化による遠隔監視システム

（インド⽇本電産株式会社 ニムラナ⼯場）
無線インフラによるトレーサビリティシステムの導⼊

（⽇本電産シバウラ(浙江)有限公司）

MESの連動を含む⽣産IoTの標準化により
投資抑制と投資効果の最⼤化を図る

※

※MES: Manufacturing Execution System （製造実⾏システム） 29

お問い合わせ先
⽇本電産株式会社 ＣＦＯ戦略部

ＩＲ室
Tel： 075-935-6140

E-mail： ir@nidec.com

※注記：
IFRS 第３号「企業結合」の規定を適⽤しております。前連結会計年度のKB Electronics, Inc.（2016年３⽉に⽇本電産モータ㈱に吸収合併)の
買収により取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値評価が当第２四半期連結会計期間に完了致しました。これにより前連結会計年度の連結財
務諸表を遡及修正しております。

30
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業績推移業績推移

補⾜資料

業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

31

5.5%
(5 5%)

0.3%
(0.3%)サービス、オルゴール関連商品

電⼦・光学部品電⼦・光学部品電⼦・光学部品電⼦・光学部品

その他その他その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成⽐率

精密⼩型モータ精密⼩型モータ精密⼩型モータ精密⼩型モータカメラシャッタ、スイッチ、トリマポテンショメータ、

16年度上期製品グループ別売上構成（IFRS適⽤）

37.5%
(37.9%)16.0%

(18.2%)

21.5%
（19.7%)

9.6%
(9.3%)

(5.5%)

その他⼩型モータ
光ディスク装置⽤モータ、
ＯＡ機器⽤モータ、
ポリゴンレーザスキャナ⽤
モータ、

産業⽤ロボット、

ＭＰＵ冷却⽤ファン、

HDDモータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

精密⼩型モ タ精密⼩型モ タ精密⼩型モ タ精密⼩型モ タ
部品加⼯、樹脂成型品

基板検査装置、⾼速プレス機器、チップ
実装機、計測機器、変減速機、ＦＡ機
器 カ ドリ ダ

家電・商業・
産業⽤

25.1%
(23 8%)

5,640億円

47.1%
(47.0%)

ゲーム機⽤ファン、
ＰＣ・通信機器⽤ファン、
家電⽤ファン、
⾃動⾞⽤ファン、
携帯電話⽤振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

⾞載及び家電⾞載及び家電
・商業・産業⽤・商業・産業⽤
⾞載及び家電⾞載及び家電
・商業・産業⽤・商業・産業⽤

器、カードリーダー
⾞載

22.0%
(23.2%)

(23.8%)

32
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2,850 2,829 2,762
3,080

2,8783,023

375

307 315299 297
274

13.0%

売上⾼ 営業利益 営業利益率（％）

【売上⾼・営業利益の推移（億円）】

316 306

247

372

303 291 281

税引前利益 純利益

【税引前利益・純利益の推移（億円）】

連結決算ハイライト（IFRS適⽤）

274 11.4%
10.5%

9.8% 10.0% 9.7%

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

営業CF 投資CF フリーCF

247
204

236233 220227

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当⾦の推移（円）】

304
337期末配当⾦ 第2四半期末配当⾦ ⼀株利益 （予）

-191 -156

593

372
437

181

16年度1Q 16年度2Q

40.0

40.0
45.0

40.0

304

15年度 16年度

（予）

33※P.30に記載の注記にご留意下さい。

1,2741,3831,4371,3481,3891,373

売上⾼ 営業利益

【精密⼩型モータ（億円）】 【⾞載及び家電・商業・産業⽤（億円）】

製品グループ別業績推移（IFRS適⽤）

186

137

192
173173

116

売上⾼ 営業利益

売上⾼ 営業利益

108
138 142

104105
142

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

売上⾼ 営業利益

【機器装置（億円）】 【電⼦・光学部品（億円）】

1,169
948959

1,2961,1851,041

116

15年度１Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

267271276259274270

36

49 53
4141

32

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

159152148
167167158

15
21

28

1614
9

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q

34※P.30に記載の注記にご留意下さい。
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2.5 15

売上⾼

売上⾼成⻑（⾃律成⻑+M&A)と収益率の改善を両⽴させる
営業利益率15%以上

13 7％

Vision2020 : 売上⾼と営業利益率の⽬標

1

1.5

2

5

10

売上⾼
2兆円

売
上
⾼
︵
兆

営
業
利
益
率

新規M&A 

6 8237,093
8,751
億円

6 760

1.03兆円

13.9％

11.3％

9.7％

13.7％

10.7％
10.8％

1.20兆円
1.18兆円

10.0％

0

0.5

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY20

0

5売上⾼
5,716
億円

兆
円
︶

率
︵
％
︶

（⽬標）（予想）

6,823
億円 億円6,760

億円

2.5％

⽶国会計基準 IFRS 35※P.30に記載の注記にご留意下さい。

55 4%

60%
15,000

財務規律を維持・向上させながら 営業利益率15%/ROE18%を狙う
（％）

60%

65%
（億円） 株主資本⽐率（右軸）

ROE（右軸）
営業利益率（右軸）

株主資本（左軸）
三位⼀体のROE向上
・ 売上⾼純利益率
・ 総資産回転率

Vision2020 :利益ある⾼成⻑と財務規律の両⽴

4 157

5,180

7,450 7,630

16.3%
15.0%

55.4%
54.9%

44.4%

41.3%

46.2%
47.5%

49.1%

42.3%

18%以上
6,000

9,000

12,000

45%

50%

55%

60%

20%

株主資本⽐率

総資産回転率
・ 財務レバレッジ

4,157

3,702

3,5533,403

2,971

9.2%

12.1% 12.0% 11.9%

8.9%

13.9% 13.7%

10.7%
9.7%

10.8% 10.0%

11.2%

2.0%

15%以上

2.5%

0

3,000

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY20

0%

5%

10%

15%ROE

営業利益率

（⽬標）

36⽶国会計基準 IFRS ※P.30に記載の注記にご留意下さい。


